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委託事業実施内容報告書

平成２１年度「生活者としての外国人」のための日本語教育事業

【日本語教室の設置運営】

受託団体名：ＮＰＯ法人 プロジェクトまえばし

１ 事業の趣旨・目的

（１）地域の状況

・前橋市総社町およびその周辺地域に立地する多くの企業でブラジル人を中心とした外国人の雇用

が進み、地域にブラジル人学校、ブラジル人教会、ブラジル食品店などができるまでにその数が

増加している。近年のいわゆる経済危機に伴い、多くの外国人が帰国したとはいえ、両親の母語

を維持していない学齢期の子どもがいる等の理由から当地にとどまる者も多く、依然として集住

地区となっている。また、公立の小中学校、保育園に通う外国人児童も多い。

・これに伴って、地域の日本人住民と外国人との間で、主として言葉の障壁による様々な生活上の

軋轢が生じている。さらに、経済危機後も日本にとどまることを選んだ外国人にとっては、日本

語能力が十分でないことが深刻な事態を招いている。以前は、母語や出身国・地域を同じくする

外国人の間で、ある種の共同体社会のようなものが形成され、そこではほとんど日本語を用いる

ことなく仕事も生活もできていたのであるが、経済危機によりその共同体が機能しなくなったた

めである。失職した外国人は、日本語が出来なければ、再就職先を探すのにも大変な困難を強い

られることになる。在住外国人にとって、日本語能力は以前にも増して重要なものとなっている。

・また、ＮＰＯ法人プロジェクトまえばしでは、日本語教室「はればれ」開設以前から、在住外国

人と日本人住民との交流イベントなどを通じて地域の外国人の抱える問題、要望などの聞き取り

をおこなってきた。そこに寄せられた内容は、「役所や公共機関等で、書式の読み方･書き方が分

からなくて困った」、「緊急のときに、医療機関の利用法が分からなかった」、「母語よりも日本語

のほうが流暢になってしまった自分の子どもとの会話に困難を感じることがある」、「役所での手

続きなどに、自分より日本語のできる学齢期の子どもを通訳として同伴せざるを得ないことがあ

る。その際は、子どもには学校を欠席させることになり、学業に支障がでる」、「職場でも意思の

疎通が自由に図れないため、自分に非のないことでも非難され、それについて釈明も反論もでき

ない」といったものである。つまり、日本語が能力が十分でないために、生活上のごく些細なこ

と一つ一つに不安をおぼえ、さらに自分に対する誇りや自信も失いかねないという状況がうかが

われる。

・一方、群馬県には日本語学校等がほとんどなく、生活者として学べる場は、地域の国際交流協会

の日本語教室に限られる。しかし、場所や時間・曜日等の制限のため、継続して学習するとこが

困難である。

（２）事業の目的

上記の地域状況に鑑み、以下の点を目的に日本語教室を設置・運営する。

・外国と日本の言語や文化の違いを熟知している日系人、資格と経験を有する日本語教師、在住外

国人にとっての隣人である地域のボランティアが協力して授業を行うことにより、日本人スタッ

フと学習者の意志の疎通を容易にし、両者の相互理解を促進しつつ、学習者の生活状況の実質的

な改善に資する日本語能力の獲得を目指す。外国人が、言葉の壁による生活上の不安を解消し、「は

ればれ」とした心で、自尊心を持って快適で自立した生活が出来るようになる。これが、日本語

教室の名称「はればれ」にこめた願いである。

・地域の人的な結びつきを生かし、学識有識者、地元自治会関係者、ＮＰＯ法人関係者等により構

成される運営委員会を設立し、効果的・効率的な教室運営を行う。

・より効率的に、高い学習成果があげられる日本語指導プログラムを作成する。この目的のために、

相互の日本語教室の見学や指導法の情報交換などを通して地域の他の日本語教室との連携を図る。

これにより、地域全体の日本語指導の質の向上も期待できる。

・一方的に外国人を日本社会に同化させるのではなく、お互いに相手の文化を尊重し合える社会、

多文化共生社会の実現に貢献する。このため、地域の日本人住民に学習者の出身国・地域の文化

の紹介しながら、相互の交流を図れるイベントを開催する。
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（３）本事業の特質

上記の目的実現のため、当日本語教室では、以下の点を特に考慮した。

・授業時間：

学習の動機付けおよび学習事項の演習の時間を確保し、かつ学習者が無理なく継続できるよう、

一回の授業時間を３時間とした。

・授業日：

平日は働いている学習者の事情を考慮し、まとまった時間が取れる日曜日を授業日とした。ただ

し、日曜日は学習者が家族と過ごすための貴重な時間である事も考慮し、午前中で終了するよう

設定した。

・広報活動：

地域の多くの在住外国人が足を運ぶ輸入食材店や外国人学校、および外国人を多く雇用している

地元企業を中心にチラシを配布した。同時に地域の人的なつながりを生かして紹介活動を行った。

また、他の国際交流団体、ＮＰＯ法人のウェブ・サイトでも紹介してもらった。

・託児所の設置、送迎の提供：

子供のいる学習者が家族連れで参加できるよう、資格のある保育士のいる託児所を毎回設置した。

託児所では文字や数字を使った遊びを取り入れ、外国人児童の日本語学習にも資するものとした。

容易に利用できる交通手段がない学習者には、可能な限り送迎をおこなうように努めた。

・クラス分け：

学習者の日本語能力、および要求に配慮したクラス分けを行った。今年度は、全くの入門者を対

象とした特別クラスを加えて、計３クラスを設置し、よりきめ細かい指導を図った。

学習者の一人一人に行き届いた指導を行い、かつ学習者同士の日本語での会話練習の機会を充実

したものとするため、一クラスの人数は５～７名とした。

・教室スタッフ：

資格・経験のある日本語教師、学習者の母語に通じた日系人通訳、学習者の母語を学んだ経験の

ある補助員の連携で、きめ細かい指導をはかった。また、地域の生活者でもある学習者の簡単な

生活相談には常の応じられる態勢をとった。

・指導法および授業内容：

初日のオリエンテーションで、「快適で自立した生活ができる日本語能力の獲得」という当教室の

趣旨を充分に説明し、学習者の一人一人に具体的な学習ニーズの聞き取りを行った。その後も、

通訳の協力により常に学習者の要望に気を配り、それに応えるべく授業内容・学習項目等を決定

していった。

個々の学習者の事情に応じた的確な指導をおこなうため、学習者一人ひとりにつき個人記録カー

ドを作成した。カードには、毎回の授業の後、学習目標や要望、問題点など、学習者自身に記入

してもらうようにした。

毎回の授業では実際の地域生活の中で遭遇する様々な場面を主題として取り上げ、各生活場面で

の会話で必要な文型、その文型の理解・運用に必要な文法を効率的に学習できる授業計画を作成

した。

「漢字文化圏の出身で、読み書きはできるが、聞き取りが難しい」、「在住期間が長く、会話はで

きるが、読み書きは平仮名･カタカナでも大変」、「学齢期の児童･生徒で、日本語学習と同時に、

学校の課業も習いたい」と、日本語学習について多様な事情を抱える学習者の個別的な要望に応

えられるよう、十分な補助員を確保し、必要に応じて個人指導もおこなった。

他の日本語教室関係者の見学を積極的に受け入れ、日本語指導に関する知識・情報の共有、蓄積

を図った。

・交流イベント：

地域の国際交流団体と協力して交流イベントを実施し、学習者が地域の日本人との交流しながら、

教室で学んだ日本語を実際に使う機会を作った。

２ 運営委員会の開催について

（１）概要

地域に住む外国人が自尊心を持って快適で自立した生活をおくるための日本語教室運営に関する

協議と検討を行う。
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（２）運営委員

瀧澤 清美 群馬大学医学部付属病院 医療情報部

瀧澤 幸恵 ＮＰＯ法人 地域診療情報連携協議会 事務局

吉永 ジズレネ ブラジル人学校 校長

小林 肇 私設地域文庫主催

佐藤 宏 総社町元自治会長、きらり総社会長、元気さん会長

坂庭 知恵子 元高校教師、民生委員

森田 恵 元日本語講師養成講座講師、社会保険労務士事務所

田代 由貴 前橋市国際交流協会講師、JAICA ぐんまデスク

岩井 愛 前橋市国際交流協会外国人相談員、群馬県労働局、外国人労働者労働条件相談

田中 まり子 群馬県労働局 外国人労働者労働条件相談員

増木 里美 前橋市国際交流協会講師、JIAEC 日本語指導員

（３）各会議の概要

・第一回

①日 時：２００９年５月３１日（日）１３：００～１５：００

②場 所：けんこうサロンなでぃ 事務所

③出席者：

運営委員：

森田恵、田代由貴、岩井愛、田中まり子、小林肇、瀧澤幸恵、増木里美、坂庭知恵子、

瀧澤清美、佐藤宏、吉永ジズレネ

特別参加：

吉田好美（特別クラス担当講師）

④内 容：

〔１〕前年度（２０年度）文化庁委託事業報告

〔２〕地域に住む外国人の日本語学習の現状と課題について報告

〔３〕２１年度文化庁委託事業の計画の確認

〔４〕日本語教室開講に向けての準備、役割分担について

〔５〕今後の日程の確認

・第二回

①日 時：２００９年６月２８日（日）１３：００～１５：００

②場 所：けんこうサロン なでぃ 事務所

③出席者：

森田恵、田代由貴、岩井愛、田中まり子、小林肇、瀧澤幸恵、増木里美、坂庭知恵子、

瀧澤清美、佐藤宏、吉永ジズレネ

④内 容：

〔１〕これまでの教室運営・授業についての反省

〔２〕今後のスケジュールの確認

〔３〕７月５日の交流会（七夕イベント）について

・第三回

①日 時：２００９年７月２６日（日）１３：００～１５：００

②場 所：けんこうサロン なでぃ 事務所

③出席者：
森田恵、田代由貴、岩井愛、田中まり子、小林肇、瀧澤幸恵、増木里美、坂庭知恵子、

瀧澤清美、佐藤宏、吉永ジズレネ

④内 容：

〔１〕これまでの教室運営および授業についての反省

〔２〕学習者の子どもたちのためのクラス設置について

〔３〕８月２日の交流会について
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〔４〕日本語教室「はればれ」分室の設置について

〔５〕今後のスケジュールの確認

・第四回

①日 時：２００９年９月２７日（日）１３：００～１５：００

②場 所：けんこうサロン なでぃ 事務所

③出席者：

森田恵、田代由貴、岩井愛、田中まり子、小林肇、瀧澤幸恵、増木里美、坂庭知恵子、

瀧澤清美、佐藤宏、吉永ジズレネ

④内 容：

〔１〕これまでの教室運営と授業についての反省

〔２〕今後のスケジュールの確認

〔３〕１０月４日の交流会（茶道イベント）について

・第五回

①日 時：２００９年１１月８日（日）１３：００～１５：００

②場 所：けんこうサロン なでぃ 事務所

③出席者：

運営委員：

森田恵、田代由貴、岩井愛、田中まり子、小林肇、瀧澤幸恵、増木里美、坂庭知恵子、

瀧澤清美、佐藤宏、吉永ジズレネ

特別参加：

タント・スタント（受講者）

④内 容：

〔１〕これまでの教室運営および授業についての反省

〔２〕今後のスケジュールの確認

〔３〕１２月６日の交流会について

〔４〕修了式について

〔５〕委託事業終了後の活動について

・第六回

①日 時：２００９年１１月２９日（日）１３：００～１５：００

②場 所：けんこうサロン なでぃ 事務所

③出席者：
森田恵、田代由貴、岩井愛、田中まり子、小林肇、瀧澤幸恵、増木里美、坂庭知恵子、

瀧澤清美、佐藤宏、吉永ジズレネ

④内 容：

〔１〕これまでの教室運営および授業についての反省

〔２〕今後のスケジュールの確認

〔３〕１２月６日の交流会について

〔４〕修了式について

〔５〕委託事業終了後の活動について

・第七回

①日 時：２０１０年１月１７日（日）１３：００～１５：００

②場 所：けんこうサロン なでぃ 事務所

③出席者：

森田恵、田代由貴、岩井愛、田中まり子、小林肇、瀧澤幸恵、増木里美、坂庭知恵子、

瀧澤清美、佐藤宏、吉永ジズレネ

④内 容：

〔１〕学習者アンケートの質問事項・内容について

〔２〕これまでの教室運営、授業についての反省

〔３〕修了式について



5

〔４〕今後のスケジュールについて

〔５〕委託事業終了後の活動について

・第八回

①日 時：２０１０年１月３１日（日）１３：００～１５：００

②場 所：けんこうサロン なでぃ 事務所

③出席者：

森田恵、田代由貴、岩井愛、田中まり子、小林肇、瀧澤幸恵、増木里美、坂庭知恵子、

瀧澤清美、佐藤宏、吉永ジズレネ

④内 容：

〔１〕修了式について

〔２〕文化庁委託事業終了後の日本語教室について

〔３〕２２年度文化庁委託事業の申請について

・第九回

①日 時：２０１０年２月２８日（日）１３：００～１５：００

②場 所：けんこうサロン なでぃ 事務所

③出席者：
森田恵、田代由貴、岩井愛、田中まり子、小林肇、瀧澤幸恵、増木里美、坂庭知恵子、

瀧澤清美、佐藤宏、吉永ジズレネ

④内 容：

〔１〕文化庁委託事業終了後の日本語教室について

〔２〕２２年度文化庁委託事業の申請について

３ 日本語教室の開催について

（１）日本語教室の名称：日本語教室 はればれ

（２）開催場所：けんこうサロン なでぃ

（所在地：群馬県前橋市総社町総社８６２）

（３）学習目標：言語、習慣の違いという壁を乗り越え、個人として自尊心を持った生活、心の不

安のない、快適で自立した生活ができる日本語の習得

（４）使用教材・リソース：

・主教材：独自に作成したテキスト

・副教材：日本語の教え方スーパーキッド、新文化初級日本語、文化初級日本語、新日本語の基

礎漢字練習帳、ストーリーで覚える漢字３００、にほんご宝船、おしゃべりのたね、生教材
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（５）受講者募集の広報活動：

・方法：チラシ配布、教室スタッフあるいは受講者による紹介、インターネット上で紹介

・場所：ブラジル食品店、ブラジル人学校、人材派遣会社、群馬県国際交流協会、NPO サロンのホ

ームページ

・時期：随時

（６）受講者の総数：５４名

（７）開催時間数（回数）：７８時間（２６回）

（８）日本語教室の具体的内容

・授業

回 開催日 時間数
参加人数

(託児数)
国籍・母語

教授者・補助

者・保育者人

数

主題

到達目標

①
６月７日

9:00-12:00
３時間

１２名

（１名）
ブラジル、ポルトガル語（１２名）

教授者３名

補助者３名

保育者２名

自己紹介

自分の性格などを伝

える

②
６月１４日

9:00-12:00
３時間

１４名

（１名）
ブラジル、ポルトガル語（１４名）

教授者３名

補助者３名

保育者２名

尋ねる

仕事上の質問ができ

る

③
６月２１日

9:00-12:00
３時間

１２名

（２名）

ブラジル、ポルトガル語（１０名）

インドネシア、インドネシア語

（２名）

教授者３名

補助者３名

保育者２名

日常会話

趣味や普段の行動に

ついて語り合える

④
６月２８日

9:00-12:00
３時間

８名

（１名）
ブラジル、ポルトガル語（８名）

教授者３名

補助者３名

保育者２名

仕事

職歴などを言える、

書ける

⑤
７月１２日

9:00-12:00
３時間

５名

（１名）
ブラジル、ポルトガル語（５名）

教授者３名

補助者３名

保育者２名

頼む

買い物を頼む、丁寧

な依頼ができる

⑥
７月１９日

9:00-12:00
３時間

１０名

（１名）

ブラジル、ポルトガル語（９名）

アルゼンチン、スペイン語（1 名）

教授者３名

補助者３名

保育者２名

病気

症状を伝える、診療

科について尋ねる

⑦
７月２６日

9:00-12:00
３時間

１０名

（１名）

ブラジル、ポルトガル語（８名）

インドネシア、インドネシア語

（２名）

教授者３名

補助者３名

保育者２名

夏休みの計画

夏休みの予定を伝え

る、旅館等の予約

⑧
８月２日

9:00-12:00
３時間

１３名

（２名）

ブラジル、ポルトガル語（１２名）

インドネシア、インドネシア語

（１名）

教授者３名

補助者３名

保育者２名

まとめ（復習）

履歴書を書く

⑨
８月２３日

9:00-12:00
３時間

９名

（９名）

インドネシア、インドネシア語

（３名）

ブラジル、ポルトガル語（３名）

ペルー、スペイン語（１名）

教授者３名

補助者３名

保育者２名

自己紹介（２）

出身地、職業などに

ついて言える

⑩
８月３０日

9:00-12:00
３時間

１１名

（２名）

ブラジル、ポルトガル語（１０名）

ペルー、スペイン語（１名）

教授者３名

補助者３名

保育者２名

好き嫌いの表現

好きなこと、苦手な

ことなどが言える

⑪
９月６日

9:00-12:00
３時間

１８名

（１名）

ブラジル、ポルトガル語（１６名）

ペルー、スペイン語（２名）

教授者３名

補助者３名

保育者２名

日本の生活

自分の意見やその理

由を言える

⑫
９月１３日

9:00-12:00
３時間

８名

（２名）
ブラジル、ポルトガル語（８名）

教授者３名

補助者３名

保育者２名

許可をもとめる

職場で許可をもとめ

られる

⑬
９月２０日

9:00-12:00
３時間

６名

（２名）

ブラジル、ポルトガル語（５名）

ペルー、スペイン語（１名）

教授者３名

補助者３名

保育者２名

誤る

理由を添えて、丁寧

に誤ることができる
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⑭
９月２７日

9:00-12:00
３時間

１０名

（２名）

ブラジル、ポルトガル語（９名）

インドネシア、インドネシア語

（１名）

教授者３名

補助者３名

保育者２名

訪問する

改まった表現ができ

る

⑮
１０月１１日

9:00-12:00
３時間

１２名

（２名）

ブラジル、ポルトガル語（９名）

ペルー、スペイン語（２名）

インドネシア、インドネシア語

（１名）

教授者３名

補助者３名

保育者２名

子どもの学校

日本の学校について

話す

⑯
１０月１８日

9:00-12:00
３時間

６名

（３名）

ブラジル、ポルトガル語（５名）

インドネシア、インドネシア語

（１名）

教授者３名

補助者３名

保育者２名

電話連絡

電話で連絡ができる

⑰
１０月２５日

9:00-12:00
３時間

１１名

（２名）
ブラジル、ポルトガル語（１１名）

教授者３名

補助者３名

保育者２名

銀行を利用する

銀行での手続きがで

きる

⑱
１１月１日

9:00-12:00
３時間

１４名

（２名）

ブラジル、ポルトガル語（８名）

インドネシア、インドネシア語

（５名）

ペルー、スペイン語（１名）

教授者３名

補助者３名

保育者２名

能力試験問題に挑戦

能力試験・文法問題

⑲
１１月８日

9:00-12:00
３時間

１６名

（２名）

ブラジル、ポルトガル語（１０名）

中国、中国語（３名）

インドネシア、インドネシア語

（２名）

ペルー、スペイン語（１名）

教授者３名

補助者３名

保育者２名

交通に関する言葉

事 故 の 報 告 が で き

る、体験を話せる

⑳
１１月１５日

9:00-12:00
３時間

１０名

（２名）

ブラジル、ポルトガル語（６名）

中国、中国語（３名）

ペルー、スペイン語（１名）

教授者３名

補助者３名

保育者２名

食品や料理の言葉

メニューを読める、

注文できる

○21
１１月２２日

9:00-12:00
３時間

８名

（３名）

ブラジル、ポルトガル語（６名）

中国、中国語（２名）

教授者３名

補助者３名

保育者２名

部屋探し

物件情報を読める、

不動産屋に希望を言

える

○22
１１月２９日

9:00-12:00
３時間

１０名

（２名）

ブラジル、ポルトガル語（６名）

中国、中国語（２名）

インドネシア、インドネシア語

（２名）

教授者３名

補助者３名

保育者２名

けが・事故時の表現

事故の状況、けがの

様態を説明できる

○23
１月１７日

9:00-12:00
３時間

１４名

（３名）

ブラジル、ポルトガル語（１１名）

中国、中国語（２名）

インドネシア、インドネシア語

（１名）

教授者３名

補助者３名

保育者２名

群馬を知ろう

自分の住んでいる地

域について説明でき

る

○24
１月２４日

9:00-12:00
３時間

９名

（１名）

ブラジル、ポルトガル語（６名）

中国、中国語（２名）

インドネシア、インドネシア語

（１名）

教授者３名

補助者３名

保育者２名

自分の仕事を語る

勤務時間・場所、同

僚や上司について話

せる

○25
１月３１日

9:00-12:00
３時間

８名

（１名）

ブラジル、ポルトガル語（５名）

中国、中国語（２名）

インドネシア、インドネシア語

（１名）

教授者３名

補助者３名

保育者２名

言葉を覚えよう

擬態語を使って文を

作る、自動詞・他動

詞を区別する

○26
２月７日

9:00-12:00
３時間

１３名

（３名）

ブラジル、ポルトガル語（１０名）

中国、中国語（２名）

インドネシア、インドネシア語

（１名）

教授者３名

補助者３名

保育者２名

修了式

書道体験、日本の歌

を合唱
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・交流会・イベント

（９）特徴的な授業風景

◇授業・交流イベント風景

◆第２回交流イベント（七夕）

〈１〉開催日：７月５日

〈２〉時間数：３時間

〈３〉開催場所：けんこうサロン なでぃ

〈４〉参加者数：１７名

〈５〉内容：

・七夕についての説明（日本語、通訳つき）

・七夕飾り作り

・願い事の短冊を書いて、発表。

〈６〉目的：日本の伝統行事を知る。

〈７〉当日の様子：

日本の伝統文化、七夕の意義について学び、教室スタッフ、受講者が一緒に七夕飾りを作

り、願い事の短冊を書いて発表した。七夕飾りは折り紙や切り紙細工など。最初は皆作る

のに苦心していたが、いくつも作るうちに上達していった。願い事は、仕事のことなどき

わめて現実的なものから、とても夢のあるものまで、様々だったが、全員が皆の前で自分

の願いを語ることができた。

◆第３回交流イベント（シュハスコ（ブラジル式バーベキュー））

〈１〉開催日：８月２日

〈２〉時間数：３時間

〈３〉開催場所：けんこうサロン なでぃ

〈４〉参加者数：１０３名

〈５〉内容：地域の一般住民も招待して、ブラジル式

バーベキュー・パーティー。

〈６〉目的：

当教室受講生の大多数の出身国であるブラジル

の名物料理を地域の日本人に紹介しながら交流

を図る。

〈７〉当日の様子：

・シュハスコはブラジルのバーベキュー。専用の長い串に刺して焼いた肉の塊を、ナイフで

切り分けて出すのが特徴。日本ではまだあまりなじみがなく、日本人の参加者は、ブラジ

ル人の受講生が肉を慣れた手つきで切り分けていく様子に興味を引かれていた。

・百人を超える参加者のおよそ４分の３を日本人が占めた。そのうちの大半は、受講者が誘

回 開催日 テーマ 参加人数 備考

① ５月３１日 開講イベント ２７名 教室スタッフ、受講(予定)者、見学者参加のパーティー。

② ７月５日 七夕 １７名
教室スタッフ、受講者で七夕竹（七夕飾り）作り。各参加

者が願い事を発表。

③ ８月２日 シュハスコ １０３名
地域の一般住民も招いて、シュハスコ(ブラジル式バーベ

キュー)・パーティー。

④ １０月４日 茶道 ３５名 表千家の講師を招いて、茶道体験。

⑤ １２月６日 鍋パーティー ３７名
日本の冬の味覚、鍋料理と、受講者の出身国(ブラジル、

中国)の料理でパーティー。

⑥ ２月２８日 テディ・ベア作り ２５名
国際的に活動する他のＮＰＯ法人と共同で開催。専門家の

指導でテディ・ベア作り
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った知人（近所の住民、習い事の友人、勤め先の同僚・上司など）であり、受講者が地域

社会に溶け込んで、周囲の日本人と良好な関係を築けていることがうかがえた。

◆第４回交流イベント（茶道体験）

〈１〉開催日：１０月４日

〈２〉時間数：３時間

〈３〉開催場所：けんこうサロン なでぃ、鍛冶町

公民館

〈４〉参加者数：３５名

〈５〉内容：

表千家の講師を招いて、茶道について学び、講

師の指導のもと、実際に体験する

〈６〉目的：日本の伝統文化を知る。

〈７〉当日の様子：

・開催場所は地域の公民館の一室であったが、掛け軸、茶花(生け花)、茶道具一式を具えて、

本格的な茶室を再現しておこなった。

・茶道の意義、歴史、作法、茶室やその備品についての解説を聞き、講師の指導を受けなが

ら、全員が実際に茶事を体験した。

・掛け軸の言葉の意味や茶室での細かい所作など、日本人スタッフにとっても普段なじみの

ない、興味深いもので、貴重な体験になった。

◆第２６回授業（修了式、書道と日本の歌）

〈１〉開催日：２月７日

〈２〉時間数：３時間

〈３〉開催場所：けんこうサロン なでぃ

〈４〉受講者数：３７名

〈５〉内容：

・書道の講師を招いて、書道体験

・日本の歌を合唱

〈６〉目的：

・日本の伝統文化に親しむ。

〈７〉当日の様子：

・書道講師の指導で、受講者全員が、自分の最も好

きな漢字一字を毛筆で書き、その漢字を選んだ理

由を皆に説明した。願いをこめた字や、自分の名

前に関係のある字など、それぞれが思い思いの字

を選んで書き上げることができた。

・日本の歌、キロロの「ベスト・フレンド」を受講

者、日本人スタッフ全員で合唱した。先に歌詞カ

ードを配って、講師が意味を解説し、中級クラス

のブラジル人受講生がその場でポルトガル語に

訳していった。歌詞の内容を理解した上で一連ず

つ練習し、最後には全員で通して合唱できた。

◆第６回交流イベント（テディ・ベア作り）

〈１〉開催日：２月２８日

〈２〉時間数：３時間

〈３〉開催場所：総社公民館

〈４〉参加者数：２５名

〈５〉内容：

テディ・ベア作りの指導や、国内外の施設にテディ・ベアを贈る活動をしている地域のＮ

ＰＯ法人と共同で開催。同団体のメンバーの指導のもとでテディ・ベアを作成。

〈６〉目的：地域で活動する他団体と交流を深める。
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〈７〉当日の様子：

・テディ・ベアの部品に綿をつめて、縫い合わせるのだが、これが意外に難しかった。それ

でも、共催した団体のメンバーの懇切丁寧な指導で、ほぼ全員が自分のテディ・ベアを作

り上げることができた。

・共催団体のカドリーベア・デン・イン・ジャパンは、海外の施設にテディ・ベアを贈る活

動もしているので、外国人と接することにも慣れているようで、日本語能力がまだ十分で

ない参加者にもよくわかるように指導してくれた。

・イベントを通じて、共催団体の活動に興味を持った参加者も多かった。外国人が地域の様々

な活動に参加するきっかけになりうるイベントであった。

（１０）活用した日系人等（日本語を母語としない）の名簿

氏名 母語（国籍） 来日年（日）数 参加回数 当該教室での役割

岩井 愛
ポルトガル語

（日本）
１３年 ２６回 教授者、通訳

田中まり子
ポルトガル語

（ブラジル）
２１年 ２６回 教授者、通訳

４ 事業に対する評価について

（１）当初の学習目標の達成状況

１．目標

本事業の目標は、日本語指導によって、外国人住民が自尊心を持って、不安のない快適な自立した

生活が送れるよう支援することである。この目標は、ＮＰＯプロジェクトまえばしや関連団体が数

年来地域の外国人の問題に取り組んで続けてきた活動の中から生まれたものである。

これをより具体的に述べれば、日本語を身につけることで、生活上の様々な不安を克服し、職場や

居住地の周囲の人々と、十分に意思の疎通を図りながら交際できるよう、そしてそのように生活を

楽しみながら、同時に自ら地域に情報を発信することができるように支援するということである。

さらに、この目標の実現を確かなものにするため、地域の日本語指導全体の質の向上を図ること、

学習者自身が主体となって自学自習できるよう指導することも、この事業の目標である。

２．考察

上記の目標は目指すべき理想であり、短期間の日本語教室運営によって、完全に達成できるもので

はないであろう。しかし、以下に列挙する事情から、本事業によって、この目標の実現に向けて確

実な前進があったとは言いうる。

・授業の内容には柔軟性をもたせ、受講者が毎日の生活の中で感じる疑問、問題を授業に持ち込み、

それを授業に取り入れるようにした。また教材として、実際の問診表、契約書、広告など普段の

生活にかかわる素材を利用した。これによって、教室で学んだことを、生活上の不安の解消に直

結させることができた。

・学習者が授業で学んだことを実践する場として、また、自分の背景となっている文化を地域の日

本人に紹介する場としておこなった交流イベントでは、皆職場や居住地の隣人を積極的に招待し、

親交を深めていた。

・当教室では、他の日本語教室の講師や日本語教師養成講座受講生、外国人児童の教育に感心のあ
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る外国人学校卒業生などの見学を積極的に受け入れ、授業後の会議にも参加してもらった。それ

ぞれの教室の様子、指導法、学習者の要望などについて意見交換をし、情報を共有することで、

お互いに授業の質を高めていくことができた。

３．結論

以上のことから、一歩ずつではあるが、本事業はその目標の実現に近づきつつあるとは思える。し

かし、この成果をより確かなものとし、さらに前進させるためには、地域の人々、諸団体と協力し

つつ、本事業を継続していくことが必須である。

（２）学習者の習得状況（各クラスの担当講師による報告）

１．特別(入門)クラス

今回は、特別Ｇという、ひらがなカタカナがほとんど読めないゼロ初級のクラスを担当した。当初 3

名の学習者だったが、途中で 1 名になり、ほぼプライベートレッスン状態で、つきっきりで教えてい

た。テキストは随時学習者の希望にあわせて作成し、ポルトガル語の翻訳をつけたものは配布して使

用していた。疑問点はすべて通訳さんを介して聞いてもらうこととし、ストレスを感じさせないよう

に日本語学習に取り組んでもらえるようにした。またテキストの内容に沿って進めていたが、学習者

の質問内容によっては時々テキストと関係のない内容になることもあり、体系的に教えるということ

ができなかったが、学習者の希望を尊重して、臨機応変に対応できたことはよかったと思う。

２．初級クラス

運用面での課題が残るが、初級で学習する範囲のほぼ半分の基本文型を取り上げ、理解してきている。

日本語で意思をつたえられるところまで、後 1 歩まで、来ていると思う。コミュニケーションがとれ

ることで、他の面でも、積極的になれるので、安心して、日本語を話せる場所、少しくらい、わかり

にくくても、最後まで、きちんと日本語を聞いてくれる場所として、果たせる役割は、大きい。

テキストとしては、みんな日本語Ⅰで取り上げられてる文法事項などを終了することができた。宝船

を、漢字にもゆっくり取組み、話すことを考え、書きながら、すすめることで少しずつ、話す(アウト

プット)もできるようになってきている。

３．中級クラス

（１）テーマ設定
「自立した生活ができるための日本語学習」を全体の目標とし
�自分を語る
�人間関係を円滑にする
�行政等の手続きに対応する
�非常時に備える
の４つを柱に毎回のテーマを選択した
参加者は当初、不況で職を失った方も多く、「仕事探し」に役立つようなものを意識したが
コース半ばから子供を持つ母親が増えテーマに学校関係や訪問のマナー等も取り入れた
ただ、毎回参加者が異なるので、テーマ選びは難しかった
学習者の反応は「もしこんな時」といったものよりも、日常的に直面する職場や対学校での手続
き関係のほうが興味深く聞いていたように思われる。

（２）教材
毎回テーマに沿った会話文を作成し、関連語彙とともにプリントにまとめ、配布した。
各自、自宅や職場で振り返りの材料にしていたようだ。
テキストのなかに「言いよどみ」や丁寧な言い回し等を入れ、会話のレベルアップを図った。
また、コース半ばから参加者の要望で、テキストに出てきた漢字を８字取り上げ、読み方、書き順、
その漢字を使った熟語を書き入れるシートを作成した。参加者のレベルやニーズに合わせるために既
成のテキストよりオリジナルで作成したほうが、教える側はやりやすかった。
ただ参加者にとっては自分のレベルを客観的に知ったり、何か一冊のテキストを「やり終えた」感は
持てなかったかもしれない



12

（３）技能別にみたレッスン内容
◇会話
「日常会話はある程度できる」「通訳がいなくても大丈夫」であることをラインとして作ったグループ
だったので
意見述べや説明の練習はレッスンのなかで自然にできた。ただ普段問題なく過ごしているだけにより
丁寧な言い回し等会話のレベルアップへの意識付けは難しく母国話者でも戸惑うこと（面接での受け
答え、職場でのコミュニケーション等）をどこまで求めたらよいのか未だに悩んでしまう。
小グループは自分の考えを述べたり、他のメンバーの意見を聞いたりするのにはとても良かった
リラックスしつつ、単なる「おしゃべり」にならないようには注意した

◇文法
文法事項はあまり整理立てができず毎回テキストのなかで文型や動詞活用に触れていきコース途中で
何度か能力試験の問題を行い、確認していった程度であった問題で考えるのは皆楽しいらしく、会話
の正確さにもつながるので、毎回コーナーを設けて、クイズ形式で確認しても良かったと思う

◇文字・語彙
テーマに関連した語彙と漢字シートを使った。参加者（特に在日歴の長いブラジルの方）の要望もあ
り、昨年度より時間をかけて行った。漢字は参加者のレベルをみながら、学習漢字を中心に選択した
が日常生活で「見てわかる」ことが必要と思われるものは「理解漢字」として取り上げたまた漢字の
音を表す部分など読み方のヒントも説明するように心がけた今後は復習をどのようにしていくか考え
たい。

◇読み
文字語彙の応用および情報取りの練習としてテーマに合わせて病院の問診票、学校のお知らせ、お弁
当屋のメニュー、銀行の用紙などの生教材を使った。できるだけ手を加えない形で配布したが時間が
かかるものもあり、また個人のレベル差が出てしまうので漢字が苦手な学習者には少し負担があった
かもしれない
◇書き
「読み」と同じくテーマに合わせたものを用意し読んで理解し→記入するもの（履歴書、申し込み書
など）「依頼」「誘い」のメール文を書くといった練習をした。また毎回授業の最後に各自「個人カー
ド」で学習事項を振り返るが自分で記入することが「書き」の練習にもなったもっと書く練習をした
いという声もあり、日記を書くように勧めたがそれはやってこなかった。気持ちはあっても、実践に
移すには何らかの枠組みを与えられることが必要なのかと思う。

（４）全体の振り返り
担当したグループのメンバーはある程度学習方法もわかっているのでできるだけ「教える」よりも「課
題」を与え、わからないことは自分から「聞く・調べる」ことを心がけた。コースを通して少しはそ
のようなスタイルが定着してきたように思う。今後自分達が身に付いた学習方法を他の学習者に伝え
ていってほしい。

（３）日本語教室設置運営の効果、成果

１．学習者

地域には、独学独習で日本語を学ぶ外国人も多い。都合のよい時間帯に開設している教室がないなど、

やむをえない事情による場合もある。しかし大抵の学習者にとっては、教室に通うことでより能率的

に日本語を習得できるといえよう。これは、会話能力の習得においては明白であるが、その他の点で

も同様である。教室では、疑問点は直接講師にたずねることができるうえ、毎週授業があるというこ

とが、学習の動機付けになる。この教室では、文法学習、日本語能力試験対策にも重きをおき、３人

の能力試験３級合格者をだした。

また、学習者同士で教えあうことも有効である。この教室でも、早い時期から参加し始めた学習者が、

新規の受講者に、自分の経験を踏まえた助言をしていた。

同時に日本語教室は、ともすれば社会の中で孤立してしまいかねない外国人が、他の人々との接触を
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保てる場である。国籍や母語を同じくする、あるいは異にする他の学習者と交流し、生活上、日本語

学習上の情報交換もできる。

また教室スタッフは学習者に積極的に言葉をかけ、学習者の話は誠意を持って聞くように努めた。学

習者にとっては、たとえ十分に流暢でなくとも「自分の日本語が聞いてもらえる場」となっていた。

さらに、授業後に連れ立って行楽に出かけたり、お互いの自宅に招きあったりと、教室スタッフと学

習者という関係を越えて、親交を結ぶこともできた。

交流イベントも、受講者、スタッフがともに協力し合い、楽しみながら仲間意識をはぐくむ機会とし

て効果的であった。

教室では、必要があれば通訳者の協力も得て、学習者の生活相談にも応じた。履歴書の書き方など、

多くの学習者が希望していることについては授業の内容として取り入れ、健康診断や子どもの学校に

提出する書類などは個別に対応した。普段通っている教室、顔なじみのスタッフということで、学習

者にとっては気軽に相談できる場となっていたと思える。

日本語を学ぶだけでなく、こうした交流、情報交換、相談の場としての教室が地域に存続することは、

在住外国人にとって重要であろう。

２．スタッフ

教室は、日本語指導者の育成という機能も果たしている。

当教室の講師は全員が資格のある日本語教師で、海外での日本語教授経験者である。また日本語教師

養成講座の講師経験者もいる。補助スタッフはこのような資格･経験のある講師の授業に参加すること

で、実際に日本語指導法を学ぶことができ、講師の監督のもと、個別指導など授業の一部を担うこと

もあった。

また、日本語教師養成講座の受講生、日本語指導に関心のあるボランティア経験者などの見学を積極

的に受け入れ、授業にも参加してもらった。

３．通訳

ある程度の日本語能力を有する学習者については、日本語のみによる授業も効果的であろう。しかし、

全くの入門者の場合、日本語のみによる授業ではほとんど理解できず、教師との意思の疎通も図れな

いため、学習を継続することが苦痛になりかねない。

初級段階でも、よほど細かいクラス分けをしないかぎり、到達度に開きのある学習者が同じクラスで

ともに授業を受けることになり、どの学習者を基準に授業を組み立てるか、困難な判断を迫られるこ

とになる。そして、どのように授業を進めても、一部の学習者には「内容が簡単すぎる」「難しくてつ

いていけない」という不満が残ってしまう。

このような問題を解消するため、当教室の授業には通訳者が参加した。これにより、入門者は授業に

ストレスを感じることなく、能率的に理解しながら学習を続けることができ、初級クラス受講者の到

達度の格差も補いながら授業をおこなうことができた。

また、受講者から様々な生活上の相談を受けたときにも、通訳者の協力で適切に対応することができ

た。

４．指導法、教材、個人学習記録カード

ＮＰＯプロジェクトまえばしでは、今年度、昨年度の日本語教室の運営、およびそれ以前から続けて

いる様々な活動を通じて、地域の在住外国人の問題に取り組んできた。また教室では、受講生が実際

に経験した問題などを授業で取り上げることも多かった。このような事情から、学習者の要望、実情

を反映した授業内容が形成されてきた。

教材も、市販のものも使用するが、同時に、この地域での生活上現実に遭遇しうる場面を想定した教

師が独自に作成した会話教材、実際に使われている文書、書式、表示、広告など、独自の教材も多く

使用した。また、受講者の事情に応じた的確な指導を行うための個人学習記録カードも作成した。

こうして、形成された指導法や教材は、今後この地域で日本語指導を続ける上で、有益な財産となり
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うる。

（４）地域の関係者との連携による効果、成果 等

１．交流イベント

当教室では、授業の他に計６回の交流イベントを開催した。その目的は、学習者が授業で学んだ日本

語を実践しつつ地域の日本人住民と交流するため、そして日本の文化を学び、自分の背景となってい

る文化を日本人に紹介するためである。

茶道体験のイベントでは、地域で活動している茶道の講師を招き、受講者、教室スタッフが一緒に日

本の伝統文化である茶道を学び、実際に体験する機会を得た。

テディ･ベア作りのイベントは、地域の他のＮＰＯ団体と共同で開催した。参加した受講者の中にはこ

の共催団体の活動に興味をもち、同団体の通常の活動に参加するものもいた。

シュハスコ(ブラジル式バーベキュー)･イベントでは、学習者が職場の同僚や隣人、習い事の友人など

大勢の日本人を招待し、自国の食文化を紹介しつつ、親交を深められた。

このように、交流イベントは日本語の習得だけでなく、在住外国人が周囲の人々に積極的に働きかけ

ながら地域に溶け込み、さらに地域の日本人の多文化共生の意識を高めるためにも効果的であった。

教室にとっては、参加・共催などの形で協力を受けた、地域の様々な分野で活動する個人や他の団体

との連帯が生まれ、あるいは強化されたことの意義も大きい。

２．他の日本語教室との連携

当教室の講師の多くは、地域の他の日本語教室でも指導をしている。また、他の教室の日本語教師の

見学を積極的に受け入れ、授業やその後のスタッフ会議にも参加してもらった。こうした交流を通じ

て、意見･情報の交換、相互の授業の検討をおこなった。これは地域全体の日本語指導の質を高めるこ

とにつながるものである。

（５）改善点、今後の課題について（具体的に記述する。）

ａ．現状

昨年度、今年度と教室運営を続けてきて、当教室は、地域の在住外国人の間に「いつもやっている教

室」として定着しつつある。受講者の中には、昨年度からほぼ皆勤で出席している者、夜勤明けにも

かかわらずそのまま教室に駆けつけてくるもの、他の日本語教室と掛け持ちで参加しているものもい

て、学習者の学びたいという意識は非常に高い。

結果としては、３人の日本語能力試験３級合格者を出したほか、再就職の決まったものも多い。また、

学習者が自主的に日本語学習グループを作り、そこに講師を招くという形で学ぼうという動きもある。

スタッフにとっても、教室は心のよりどころとなっている。日本語指導の資格や能力、語学力、ボラ

ンティア活動や海外在住の経験を活かせる場であると同時に、文化の多様性が尊重され、日本人･外国

人の区別なく皆が自尊心を持って快適に暮らせる地域社会を作るという理想を共有できる場でもある。

見学者の中にも、何らかの形で教室に参加したいという声が多い。

当教室の特質である、託児所の完備、通訳の補助も、受講者の間で好評である。子育て中の学習者で

も、全くの入門者でも安心して参加できる教室の存在意義は決して小さくはないであろう。

ｂ．今後の課題

１．教室運営

安定して事業を継続してゆくには経済的基盤の確立が必要であるが、日本語教室の運営だけでは、そ

れは容易ではない。スタッフや学習者の能力を活かしながら、教室運営のための資金確保を図れる方
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法はないか、目下検討中である。

２．事業の目的

事業の目的として掲げたのは、「在住外国人が、自尊心を持って、快適で自立した生活ができるように

支援すること」である。そして、この目的の実現に向けて確実な前進があったとはいえる。

しかし、より効果的かつ確実にこの目的を実現していくためには、授業内容や交流イベントの持ち方

がこの目的にかなっているか、どの程度この目標が達成されてきたかを、スタッフで確認･検討する機

会をもっと持つべきではなかったか、という思いもある。

３．授業日、時間帯

授業をおこなう曜日、時間帯については、様々な事情を考慮し、できるだけ多くの学習者が無理なく

継続して参加できるようにと考え、日曜日の午前９時から１２時までとした。

しかし、家族のいる学習者にとって日曜日はそろって行楽等に出かける機会でもあり、学齢期の子ど

ものいる学習者の場合、学校の行事と重なることもある。また、外国人労働者の中には、日本人の同

僚が休みを取る土曜･日曜に勤務するものも多い。こうした事情で、出席を継続できなくなる受講者も

少なくなかった。

あらゆる点を考慮して、やはり、日曜の午前が授業時間として最適であることは否定できない。学齢

期の子どもと一緒に参加する受講者が増えてきているのは、この時間帯のためかもしれない。地域に

は、他に日曜日に授業をしている教室がないことからも、当教室が日曜日に授業をする意義は大きい。

では、その時間に参加できない学習者にいかに対応していくか。日曜の午前と平行して、他の曜日、

時間帯にも授業をおこなう、という案も出たが、スタッフや授業場所の確保という点で問題がある。

これもこれからの課題である。

４．授業形態

授業の進め方について、最初に教室全体でその日の学習事項･主題についての導入的な授業をし、その

後各クラスに分かれて、その事項･主題をより深く学習し、最後に全体で学習結果の発表をするという

形態が検討され、実際に試みられた。受講者が、クラスの別を越えてともに学ぶことができ、また大

勢の前で発表をするのは、話す練習として効果的でもある。

しかし、受講者がなかなか始業時間に集まれない、全員が発表するには相当の時間がかかる、など問

題も多く、基本的授業形態として取り入れるかどうか、検討中である。

５．文法･漢字学習

文法は、個人差はあるものの、概して学習者の抵抗が大きい。当教室の目的が「快適な生活のための

日本語」であることからすれば、「文法のための文法」のような細かい事項は必要ないであろう。しか

し、学んだ表現、文型を実際の場面で応用するには、一定の文法的知識が必要となる。また、当教室

には日本語能力試験を目指す受講生もいる。どの程度の文法を学ぶか、いかにして楽しみながら学ぶ

か、依然として問題である。

漢字を覚えたいという要望は、多くの(特に非漢字文化圏出身の)受講者の間で強い。当教室でも、毎回

の授業内容、会話テキストにかかわりのある漢字をその都度学習する、添削方式で確認するなど、い

ろいろな指導を試みているが、より効果的な学習法がないか、検討している。

６．個人学習記録カード

仕事をもつ受講者は日本語学習の時間をまとまって確保できない悩みをもっている。学習の仕方を身

につけてもらうために個人記録カード作成した。どんな目的で日本語学習をしているか、将来の目標、

近い目標を立ててもらい学習意欲の継続性をうながした。毎回授業記録をつける事によって学習項目

の振り返りに役立て、書きの練習にもなった。学習相談で少ない時間を有効に利用して学習する方法

を紹介した。同時に、生活相談では受講者が実際に困っている事に迅速に対応できた。

しかし、聞き取りの時間は思いのほか時間がかかり、また受講者によっては日本語学習時間を優先す

る人もいて教師に負担がかかった。現在、内容を見直し、受講者にも教師にも有用な個人学習記録カ

ードを再検討している。

７．通訳
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今年度の教室には、ポルトガル語、インドネシア語、中国語、スペイン語を母語とする学習者が参加

した。このうち、最大多数を占めるポルトガル話者については日系人の通訳者が対応し、その他の言

語についても、スタッフの中に対応できるものがいて、すべての受講者に必要な通訳の補助を提供す

ることができた。

しかし、スタッフの中の誰も対応できない言語を母語とする学習者が参加した場合、学習者間に不公

平が生じるのは避けがたい。すべての言語について通訳を確保するのは、実際不可能であろう。また、

地域の特性、この地域でいえば、在住外国人に占めるブラジル人の割合が特に高いといった点が、教

室のあり方に反映してもやむをえないともいえる。

受講者を限定するというのも一つの考えであり、地域の実情によってはそのような教室も必要かもし

れない。一方で、多様な文化の尊重という理念からは、いかなる文化的背景をもつ学習者をも受け入

れていきたいという思いも強い。

学習者の要望が強い通訳の提供を維持しつつ、不公平感の生じない教室はいかにあるべきか、検討が

必要である。

８．学齢期の外国人児童への対応

きわめて幼少の時期に来日した外国人児童の場合、母語よりも日本語のほうが流暢であることも稀で

はなく、日本人と同様に小・中学校に通い、さらに高校にも問題なく進学できる。

一方で、ある程度高学年になってから来日したため、日本の学校の授業についてゆけるだけの日本語

能力を身につけられていない児童、あるいは、日本の学校になじめないなどの理由で、学校をやめて

しまい、しかも経済的な事情などから外国人学校等にも通っていない、いわゆる不就学児童の場合は、

深刻である。日本の学校に通い続けられれば、中学校までは卒業できるが、高校進学は難しい。全く

の不就学の場合は、中学卒業の資格もなく、社会において行き場をなくしてしまいかねない。

こうした児童のために地域の日本語教室としてできることはないか。今年度の当教室では、学齢期の

外国人児童に対しては、希望に応じて、学校の課業の指導もおこなってきたが、皆ある程度以上の日

本語能力を有する児童であった。また将来的には、外国人児童の母語維持のための支援もおこないた

いと考えているが、まだ検討段階である。

９．託児

託児サービスの提供は、受講者の間で評判がよい。しかし、多国籍の幼児･児童の世話をすることの難

しさもある。すべての子どもを平等に扱うべきであることはいうまでもないが、育児について、個々

の家庭で、さらには国柄によっても違いがある。保護者との連絡を密にして、個別的な対応をしてい

く必要もあろう。

１０．広報活動

集住地区である当地域には多くが外国人が居住し、日常生活の面でも、仕事上でも日本語の習得を必

要としていると思われる。にもかかわらず、日本語教室の存在について、十分に知られているとはい

いがたい。当教室の受講者も、ほとんどがスタッフや他の受講者の紹介によって、この教室を知った

とのことである。個人的な紹介があれば、安心して受講できるという利点はあるが、多くの学習者に

周知するには限界がある。より効果的な広報手段を考えてゆきたい。

ｃ．今後の活動予定、展望

１．日本語指導･教室の継続

地域の実情を考えると、今後もこの地域で日本語指導を続ける必要性は高い。在住外国人が、日本語

が十分にできないために、様々な生活上の不安に耐えざるを得ない、という状況はいまだにある。

もちろん、問題は外国人の側にばかりあるわけではない。集住地区でありながら、まだ日本人住民の

間には外国人一般、あるいは特定の国、民族に属する外国人に対する偏見が残っている。悲しむべき

こと、恥ずべきことであるが、「近所で空き巣などの犯罪があると、まっ先に外国人を疑ってしまう」

という声も聞く。しかし、このような偏見も、外国人と日本人の意思の疎通が十分に図られ、相互理

解が進めば、徐々に改善してゆくと思われる。

そして、当教室の受講者についていえば、日本語を学ぶことでこうした状況を改善していきたいとい
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う気持ちは非常に強い。

スタッフの側も、受講者の熱意に応えるためにも、また自分自身の心のよりどころとしても、教室を

存続させる意思は固い。

よって、いかなる形態によるものであれ、いずれにしてもこの地域で日本語指導を続けてゆきたいと

考えている。

２．授業形態･内容

これまでの日本語教室の運営や交流行事の開催によって蓄積された、日本語指導法・教材、個人学習

記録カード、外国人を取り巻く地域事情についての情報などを活用してゆくことは、言うまでもない。

人的な面でも、現在参加しているスタッフのほとんどが継続して参加する意向である。さらに、授業

見学や交流イベントに参加してこの日本語教室の活動に関心をもち、何らかの形で教室運営に参加、

協力したいと申し出てくれているものも少なくない。

しかし、授業のあり方については、新たな方向が考えられている。これまでは、基本的に教室側が企

画、準備したものを受講者に提供するという形態で、教室、あるいは講師が主体的役割を果たし、学

習者の役割は受け身的なものであった。そのほうが、授業が進め易く、また、受講者の側でも気軽に

参加できるという利点があった。

しかし最近になって、受講生の間で、自ら学習グループを作り、そこに講師や教室スタッフが協力す

るという形で学ぼうという動きがある。学習者自身が、何をいかに学ぶかを決め、グループの運営に

も一定の責任をもつというもので、学習者主体の学習形態と言える。

こうした自主的な学習グループへの参加は、新しくこの地域に移ってきたものや、これから学習を始

めようというものにとっては難しいであろう。したがって従来型の教室の必要性は依然としてある。

しかし、自主的な学習グループを作ろうというのは、学習者の意識の高まりの現れであり、また、今

後地域社会の他の様々な活動に主体的に関わってゆくことにもつながるもので、歓迎すべきことであ

る。教室としても、こうした動きを支援していきたい。

継続学習ということについていえば、言語の習得には継続学習が必要であることは論をまたないが、

多くの学習者が家族や仕事を持っているという現実を考えると、継続学習の必要性を強調しすぎれば、

かえって学習者を教室から遠ざけることになりかねない。当教室は、継続学習を促しつつも、学習者

がいつでも気軽に参加できるような教室でありたい。

３．地域社会との連携

当教室では、授業や交流イベントにおいて、地域の様々な分野で活動する個人や団体の協力を得てき

た。交流イベントでは、多くの一般の日本人住民を招いた。このようにして、学習者が言葉だけでな

く、地域のいろいろな文化を学び、地域社会に溶け込むことに、一定の成果をあげるとこができた。

このような形での地域との連携は、今後も続けていきたい。公民館を活動場所として利用することで、

同じ公民館を利用する他の様々な団体と交流が生まれる可能性があり、こうした結びつきは大切にし

ていきたい。

そして、これからの活動では、それをさらに一歩進め、外国人が積極的に地域に情報を発信していく

ことを支援していきたい。具体的に考えられているのは、受講者の出身国の文化紹介を中心にすえた

イベントの開催、受講者が自分の母語を日本人に教える外国語講座、地域の文化祭への参加などであ

る。地域の日本人住民に外国の文化に直に接してもらい、多文化共生の促進に貢献したい。

４．日本語教室「はればれ」のこれから

日本語教室「はればれ」は世界の風習や文化の発信ができ、外国人•日本人かかわらず持つ個人の能力、

語学力、日本語指導の資格や能力、ボランティア活動や海外在住の経験が活かせる心のよりどころと

なりたい。同時に文化の多様性が尊重され、外国人•日本人の区別なく皆が自尊心を持って快適に暮ら

せる地域社会を作るという理想を共有できる居場所づくりを目指します。


